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会
長
の
ご
挨
拶 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長 

青
木  

一
哉

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
と
な
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
皆
様
が
啓
発
活
動
を
頑
張
っ
て
い

る
お
姿
を
拝
見
し
ま
す
と
、
私
自
身
、
勇
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。

本
年
の
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
・
文
京V

ote S
upporters

・
選
挙

管
理
委
員
会
・
事
務
局
の
４
つ
の
車
輪
が
か
み
合
い
、
区
議
選
で
は
20
区
中
第
２
位
、

参
院
選
で
は
23
区
26
市
中
１
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
様

方
の
努
力
の
結
果
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
初
め
て
選
挙
立
会
人
を
経
験
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
開
票
に
携
わ

る
方
々
の
ご
苦
労
と
大
変
さ
を
知
る
こ
と
で
、
改
め
て
皆
様
も
同
様
に
、
大
変
な
思

い
で
啓
発
に
励
ん
で
い
る
お
姿
を
想
い
巡
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
啓
発
に
携

わ
っ
て
い
る
推
進
委
員
の
皆
様
方
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
私
も
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
尊
敬
で
き
る
４
名
の
選
挙
管
理
委
員
の
交
代
は
と
て
も
残
念
で
す

が
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
委
員
に
ご
指
導
い
た
だ
け
る
楽
し
み
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
身
体
を
第
一
に
、
末
永
く
本
会
で
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

委
員
長
の
ご
挨
拶 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

鈴
木　

利
廣

　

本
年
７
月
13
日
に
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
委
員
長
と
し
て
ご
報
告
と
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。
４
月
の
文
京
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙
並
び
に
７

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
区
の
投
票

率
は
、
区
議
選
50
・
59
％
、
参
議
院
選
58
・
96
％
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
20
区
中
第
２

位
、
23
区
26
市
中
第
１
位
と
上
位
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日
頃
か
ら
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
、
明
る
い
選
挙
推
進

委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
文
京V

ote S
upporters

の

啓
発
活
動
が
一
つ
一
つ
形
づ
く
ら
れ
、
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
一
層
の
活
動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
選
挙
管
理
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
公
正
な
選
挙
の
管
理
執
行
、

若
年
層
へ
の
啓
発
、
さ
ら
な
る
投
票
率
の
向
上
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文京区明るい選挙推進協議会

文 京 区 選 挙 管 理 委 員 会

〒112-8555 文京区春日1-16-21
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平
成
平
成
3131
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文
京
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

文
京
区
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会
議
員
・
区
長
選
挙
令
和
元
年

令
和
元
年
参
議
院
議
員
選
挙

参
議
院
議
員
選
挙
のの
結
果
結
果

第68号 白ばらは明るい選挙のシンボルマークです 2019年（令和元年）10月10日

花
ま
つ
り
な
ど
で
の
街
頭
啓
発
活
動

　

４
月
の
文
京
区
議
・
区
長
選
挙
や
７
月
の
参
議
院

選
挙
に
向
け
、
花
ま
つ
り
会
場
や
駅
前
、
大
型
店
舗

前
な
ど
、様
々
な
場
所
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
も
身
近
な
４
月
の
区
議
・
区
長
選
挙
で
は
、
３
月

２
日
の
湯
島
天
満
宮（
梅
ま
つ
り
）か
ら
、３
月
30
日
の

播
磨
坂（
さ
く
ら
ま
つ
り
）、
４
月
18
日
の
根
津
神
社

（
つ
つ
じ
ま
つ
り
）と
、
３
か
所
の
花
ま
つ
り
会
場
で

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
、
日
差
し
の
強
ま
り
を
感

じ
つ
つ
、
き
れ
い
に
花
々
が
咲
き
誇
る
素
晴
ら
し
い

景
色
の
中
、
熱
心
に
「
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
呼
び
か
け
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
推
進
委
員
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

地
区
別
の
活
動
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、

推
進
委
員
の
呼
び
か
け
に
多
く
の
方
が
笑
顔
で
応
え

る
、
大
変
効
果
的
な
街
頭
啓
発
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
12
年
に
一
度
、
統
一
地

方
選
挙
と
参
議
院
議
員
選
挙
の
重

な
る
亥
年
選
挙
の
年
。
４
月
と
７

月
の
短
期
間
に
選
挙
が
続
く
慌
た

だ
し
い
中
に
お
い
て
も
、
推
進
委

員
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
す
べ
て

の
選
挙
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

区
議
会
議
員
選
挙
・
区
長
選
挙

　

区
議
選
は
定
数
34
人
に
対
し
、

立
候
補
者
は
現
職
26
人
、
元
職
１

人
、
新
人
17
人
の
計
44
人
に
よ
る

選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
区
長
選
は
、
告
示
日
近
く

ま
で
現
職
以
外
の
候
補
者
が
わ
か

ら
ず
、
気
を
も
み
ま
し
た
が
、
結

局
は
前
回
と
同
様
、
現
職
と
新
人

の
一
騎
打
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
委
員
会
や
推
進
協

議
会
で
目
標
と
し
て
い
た
50
％
を

超
え
、
前
回
を
と
も
に
0
・
66
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
統
一
地

方
選
挙
で
区
議
選
を
行
っ
た
20
区

の
う
ち
、
50
％
を
超
え
た
の
は
北

区
と
文
京
区
の
２
区
で
あ
り
、
今

回
も
高
順
位
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
選
挙

　

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
初
め
て

執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
。

東
京
都
の
選
挙
区
選
出
に
お
い
て

は
、
定
数
６
人
に
対
し
、
20
人
が

立
候
補
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
改

選
の
対
象
と
な
る
６
年
前
の
選
挙

と
同
数
で
す
が
、
前
回
に
比
べ
て

11
人
少
な
く
、
18
歳
選
挙
権
で
注

目
を
集
め
た
３
年
前
に
比
べ
る
と

盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
投
票
率
か

ら
み
て
も
低
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
、

文
京
区
の
投
票
率
は
、
58
・
96
％

と
３
年
前
の
64
・
59
％
か
ら
5
・
63

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
が
、
全

国
平
均
の
48
・
80
％
や
東
京
都
平

均
の
51
・
77
％
を
大
き
く
上
回
り
、

前
回
と
同
様
、
23
区
26
市
中
第
１

位
と
い
う
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

区議会議員選挙、参議院議員選挙
（都選出）の２３区投票率（％）
区　名 区議会議員 順位 参議院

（東京都選出） 順位

千代田区 48.06 3 55.60 2
中 央 区 44.05 5 51.03 12
港 区 35.37 22 48.14 21
新 宿 区 37.93 21 50.25 19
文 京 区 50.59 2 58.96 1
台 東 区 42.57 12 52.77 5
墨 田 区 43.78 8 50.52 16
江 東 区 46.74 4 52.43 7
品 川 区 39.72 19 51.43 10
目 黒 区 40.28 17 52.34 8
大 田 区 42.74 11 50.51 17
世田谷区 43.02 9 53.41 4
渋 谷 区 39.96 18 50.08 20
中 野 区 40.46 16 50.77 14
杉 並 区 39.47 20 52.63 6
豊 島 区 42.18 14 50.57 15
北 区 51.74 1 55.45 3
荒 川 区 44.00 6 50.88 13
板 橋 区 43.96 7 50.50 18
練 馬 区 41.65 15 51.65 9
足 立 区 42.89 10 46.35 23
葛 飾 区 - - 51.21 11
江戸川区 42.40 13 46.99 22
東 京 都 合 計 51.77

区議会議員選挙において、台東区は3月17日執行、
足立区は5月26日執行、文京区を含むその他の20区
は4月21日執行
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「
文
京V

ote S
upporters

」通
称
Ｖ
サ

ポ
と
は
、
一
昨
年
8
月
に
発
足
し
た
若
者
の

政
治
参
画
意
識
や
投
票
率
の
向
上
を
目
指

す
若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
で
す
。
本
年
の

区
議・区
長
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

啓
発
グ
ッ
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
考
案
、
街
頭
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
の
参
院
選
で
は
、
投

票
日
前
日
の
20
日
、
文
京
朝

顔
・
ほ
お
ず
き
市
の
会
場
に

お
い
て
、
Ｖ
サ
ポ
メ
ン
バ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ（
ミ
ニ
う
ち
わ
、
Ａ

５
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
）を
用

い
て
投
票
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。以
下
、メ
ン
バ
ー

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　

大
学
院
と
現
代
行
政
研
究
所
で
の
行
政

や
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
思
い
描
い
て
き
た
、
主

権
者
が
参
政
権
を
正
し
く
行
使
し
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
選
挙
啓
発
へ
の

熱
い
願
い
を
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
ま
し
た
。

若
者
全
員
が
投
票
に
よ
り
、
き
ち
ん
と
意

思
表
示
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
活
動
を

続
け
ま
す
。（
Ａ
・
Ａ
さ
ん
）

　

メ
ン
バ
ー
で
企
画
・
作
成
し
た
う
ち
わ

と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
啓
発
活
動

し
ま
し
た
。
今
回
は
季
節
に
合
わ
せ
た
グ
ッ

ズ
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
方
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今

後
も
メ
ン
バ
ー
と

協
力
し
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

 

（
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

Ｖ
サ
ポ
活
動
報
告

Ｖ
サ
ポ
活
動
報
告

 

駒
込
地
区

小
野
朋
子

　

皆
さ
ん
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
と
い

う
楽
器
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
楽

器
で
、
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
友
人
か
ら
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。
演
奏
会
を
聴
い
た
感
想

が
、
新
聞
仕
立
て
に
な
っ
て
入
っ

て
い
ま
し
た
。
色
鉛
筆
で
描
い
た

イ
ラ
ス
ト
も
あ
り
、
読
み
応
え
十

分
。
感
想
は
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で

頂
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
便
利

に
使
っ
て
い
ま
す
。
が
、
手
紙
を

書
く
こ
と
も
好
き
で
す
。
お
店
で

便
箋
や
は
が
き
を
選
ぶ
の
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
。
大
事
に
伝
え
た
い

思
い
に
は
、
や
は
り
手
紙
を
選
び

ま
す
。

　

い
ま
の
時
代
、
本
も
漫
画
も
新

聞
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
読
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
す

ぐ
に
読
め
て
手
軽
で
す
。
そ
れ
で

も
や
は
り
、
紙
媒
体
が
好
き
で
す
。

な
く
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
白
ば
ら
も
、
紙
媒
体
。
情

報
を
得
る
手
段
が
多
様
化
し
て
も
、

手
に
し
て
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
号

も
一
人
で
も
多
く
の
方
の
手
に
渡

り
ま
す
よ
う
に
。

ろ
び
ー

ろ
び
ー

 

三
木　

菜
都
美

　

7
月
21
日
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
て
、

選
挙
事
務
を
体
験
し
ま
し
た
。
私
は
普
段
、

「
文
京 V

ote S
upporters

」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
同
世
代
の
選
挙
参
加
を
促
す

活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
の
選

挙
事
務
の
経
験
を
通
し
て
新
た
な
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
投
票
所
内
の
案
内
や
受
付
、
投

票
用
紙
の
交
付
や
投
票
済
証
の
発
行
な
ど
、

様
々
な
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
が
選
挙
事
務
を
体
験
し
た
投
票

所
で
は
、
朝
７
時
か
ら
夜
８
時
ま
で
途
切

れ
る
こ
と
な
く
有
権
者
の
み
な
さ
ん
が
み

え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
期

日
前
投
票
を
含
め
全
員
で
は
な
い
の
か
と

思
う
と
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
1
日
を
通
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
が
各
々
に
投
票
用
紙
に
書
き
入
れ

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
人

た
ち
が
選
挙
へ
の
関
心
を
持
ち
、
自
分
の

意
見
を
反
映
し
に
投
票
所
を
訪
れ
て
ほ
し

い
な
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
担
当

の
職
員
の
方
か

ら
選
挙
の
知
識

も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間

に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

選
挙
事
務
を
経
験
し
て

若
年
層
の
声

　

9
月
中
旬
の
2
週
に
分
け
、
区
立
第
九
中
と

第
十
中
の
生
徒
合
わ
せ
て
4
人
が
、
職
場
体
験

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
以
下
が
、
そ
の
時
の
様

子
と
感
想
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
場
体
験
の
受

け
入
れ
な
ど
、
選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
若
年
層
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
学
生
職
場
体
験
記

柴
田
航
生（
第
九
中
学
校
）

• 

白
ば
ら
編
集
会
議
に
出
席

し
、
啓
発
機
関
紙
が
作
成

さ
れ
る
ま
で
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。

山
田
煌
太（
第
十
中
学
校
）

• 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
会
準
備
な
ど
様
々

な
業
務
に
対
す
る
責
任

感
を
学
べ
、
貴
重
な
体

験
と
な
っ
た
。

矢
野
孝
太
郎（
第
十
中
学
校
）

• 

選
挙
を
一
回
執
行
す
る

の
に
、
多
大
な
労
力
と

費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
選
挙

へ
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

野
島
康
生（
第
十
中
学
校
）

• 

選
挙
時
以
外
に
も
、
機
器
材
の
清
掃
や
啓
発

な
ど
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
も
中
学
生
が
事
務
局
職
場
を
体
験
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令
和
の
時
代
に
入
り
、

初
め
て
の
「
文
京
白
ば
ら
」

で
す
。

　

令
和
元
年
の
夏
、
７
月

は
気
温
の
上
が
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
８
月
に
入
る
と
猛
暑
日
が
続
き
、
各

地
で
異
常
気
象
と
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
の
文
京
区
議
会
議
員
選
挙
・
区
長

選
挙
で
は
、
目
標
と
し
て
い
た
投
票
率
50
％

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日

頃
か
ら
の
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
の
啓
発

活
動
に
対
す
る
、
区
民
か
ら
の
贈
り
物
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
結
果
を

糧
に
、
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
も
、
積

極
的
に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
号
で
も
、
文
京
区
花
の
５
大
ま
つ
り

で
の
街
頭
啓
発
や
、
活
動
の
幅
を
広
げ
る

若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
「
文
京V

ote 
S
upporters

」
の
取
組
み
、
中
学
生
の

職
場
体
験
、
10
月
の
白
ば
ら
セ
ミ
ナ
ー
・

若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
々
、
盛
り
沢
山
の
記

事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

 

（
伊
古
田　

憲
子　

記
）

《
編
集
委
員
》

北
條
み
づ
枝
・
伊
古
田
憲
子
・
小
守　

正
平

細
井　

克
哉
・
鎌
倉　

精
一
・
尾
藤　

育
美

武
田　

文
夫
・
富
所
由
紀
子
・
小
野　

朋
子

 

（
地
区
順
）
再生紙を使用しています。　印刷物番号　K0119006

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数（
9
月
２
日
現
在
）

男
性　
　

８
５
、
６
７
５
人

女
性　
　

９
６
、
７
５
９
人

合
計　

１
８
２
、
４
３
４
人

10
月
か
ら
の
主
な
啓
発
活
動
予
定

●
話
し
あ
い
強
調
月
間

　

10
月
１
日（
火
）〜
10
月
31
日（
木
）

●
地
区
別
座
談
会

　

10
月
9
日（
水
）

　
ス
カ
イ
ホ
ー
ル（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
26
階
）

　

10
月
17
日（
木
）

　
汐
見
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
会
議
室（
汐
見
地
域
セ
ン
タ
ー
2
階
）

●
白
ば
ら
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
26
日（
土
）

　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
東
洋
大
学
学
園
祭
に
お
け
る
啓
発

　

11
月
3
日（
日
）

　

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス

●
東
京
都
明
る
い
選
挙
推
進
大
会

　

11
月
５
日（
火
）

　

府
中
の
森
芸
術
劇
場　

ど
り
ー
む
ホ
ー
ル

●
都
立
竹
早
高
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

11
月
11
日（
月
）

●
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

11
月
13
日（
水
）

●
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
管
外
視
察

　

11
月
19
日（
火
）

　

東
京
都
虹
の
下
水
道
館
、東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

●
国
分
寺
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会

　

11
月
28
日（
木
）

●
区
立
音
羽
中
学
校
選
挙
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙

　

12
月
３
日（
火
）

●
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

　

３
月
６
日（
金
）〜
３
月
９
日（
月
）

　

ア
ー
ト
サ
ロ
ン（
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
1
階
）

●「
文
京
白
ば
ら
」第
69
号
発
行

　

３
月
10
日（
火
）

●
話
し
あ
い
強
調
月
間

　

３
月
１
日（
日
）〜
３
月
31
日（
火
）

選
挙
管
理
委
員
就
退
任
の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
選
挙
管
理
委
員
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
任
（
7
月
12
日
付
）

　
　
　

委　

員　

長　

堀
内
喜
司
夫

　
　
　

職
務
代
理
者　

南
部　

恵
一

　
　
　

委　
　
　

員　

田
口　

孝
一

　
　
　

委　
　
　

員　

柳
内　

克
夫

　

就
任
（
7
月
13
日
付
）

　
　
　

委　

員　

長　

鈴
木　

利
廣

　
　
　

職
務
代
理
者　

若
井　

宣
一

　
　
　

委　
　
　

員　

奥
山　

裕
一

　
　
　

委　
　
　

員　

田
邊　

文
江

白
ば
ら
セ
ミ
ナ
ー
・

若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
お
知
ら
せ

〜
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〜

「
新
た
な
時
代
を
切
り
開
く
」と
題
し
た

二
部
構
成
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

日　

時　

10
月
26
日（
土
）午
後
２
時

　

会　

場　
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル

【
第
一
部
】
基
調
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　

  

講
師

　
　
　
　
　
　
　
　

  

橋
本　

五
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（ 

読
売
新
聞

特
別
編
集
委
員
）

　
 

演　

題　

ど
う
な
る
日
本
の
政
治

【
第
二
部
】
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
異
な
る

各
世
代
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

松
本　

正
生
氏

　
　
（
埼
玉
大
学
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　

 

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　

 

若
者
世
代
・
子
育
て
世
代
・
シ
ニ
ア

世
代
の
方

＊
第
一
部
講
師
の
橋
本
五
郎
氏
も
引
き
続
き
登
壇

文
京
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

文
京
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

平
成
平
成
3030
年
度
年
度
明
る
い
選
挙
推
進

明
る
い
選
挙
推
進

「
優
良
活
動
賞
」を
受
賞

「
優
良
活
動
賞
」を
受
賞

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
の
異
動（
敬
称
略
）

　

退
任

　
　
　

大
塚
地
区　
　

髙
嶋　

範
夫

　
　
　

根
津
地
区　
　

藤
井　

英
子

　

就
任
（
５
月
23
日
付
）

　
　
　

礫
川
地
区　
　

山
梨
八
重
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

金
森　

輝
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

田
上　

弘
子

　
　
　

向
丘
地
区　
　

山
菅　

佳
奈

　
　
　
（
６
月
21
日
付
）

　
　
　

根
津
地
区　
　

飯
島　

美
江

　
　
　
（
８
月
1
日
付
）

　
　
　

音
羽
地
区　
　

渡
辺
富
士
雄

　

平
成
31
年
２
月
27
日
、
内
幸
町
に
あ

る
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
＆
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
30
年
度
明
る
い

選
挙
推
進
優
良
活
動
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

「
優
良
活
動
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
長
年
に
亘
り
、
投
票
参
加
と
き

れ
い
な
選
挙
の
推
進
並
び
に
政
治
意
識

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
当
協
議
会
を
代
表
し
て
、

青
木
会
長
が
出
席
し
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
の
皆
様
の
活
動
に
対
し
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。


